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国立国語研究所（大学共同利用機関法人 人間文化研究機構）は、2026年3月、『現代日本語

書き言葉均衡コーパス 第2部』（BCCWJ2）の一般公開を開始しました。 

文化庁委託事業により構築するBCCWJ2は、従来のBCCWJ1と統合することで、高品質な

2億語規模の書き言葉のデータを提供するものです。言語研究に加え、生成AI開発、言語教育、

辞書編纂、言語政策など、幅広い分野での活用が期待されます。 

BCCWJ2の特徴① ２１世紀の日本語の変化を可視化 

BCCWJ1と合わせて利用することで、2001～2025年の日本語の変化を分析できます。

BCCWJ1（2011年公開）では見られなかった以下の語の用例も確認できるようになりました。 

スマートフォン／ツイッター／ｉＰａｄ／LCC（ローコストキャリア）  など 

BCCWJ2の特徴② 生成AI時代以前の日本語を収録した最後のコーパス 

BCCWJ2には、生成AIによる文章生成が普及する以前の書き言葉が収録されています。 

そのため、「人によって書かれた日本語」を体系的に収録した最後の大規模コーパスと位置づ

けられ、高品質な日本語AI開発を支える基盤データとして、大規模言語モデルの再学習や性能

評価への活用が期待されます。 

紹介・デモンストレーションのご案内 

 

BCCWJ2シンポジウム―中間成果の報告と展望― 
日時：2026年5月30日（土）13:00～17:00 

会場：対面（コモレ四谷 タワーコンファレンス）＋オンライン（Zoom） 

主催：国立国語研究所  共催：文化庁 

詳細：https://www.ninjal.ac.jp/events_jp/20260530a/ 
※当日もご取材可能です。シンポ終了後に、個別にお応えいたします。 

高品質日本語データベース一般公開開始 

2億語規模（完成時）の言語資源を研究・産業界へ 

コーパスとは？ 

書籍やウェブなどで実際に使われた言葉を大量に収集、整理したデータベースです。言葉の

使われ方や意味の変化を客観的に調査・分析することができ、研究や産業分野で広く活用さ

れています。 

https://www.ninjal.ac.jp/events_jp/20260530a/


BCCWJ2の概要 

BCCWJ2は、文化庁委託事業「信頼できる言語資源としての現代日本語の保存・活用のため

のデジタル基盤整備事業」により構築する、１億語規模の現代日本語書き言葉のコーパスです。 

2011年公開の『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ1、文部科学省科研費特定領域

研究「日本語コーパス」の助成により構築)は主に2005年までの日本語データ約1億語分を収

録していました。BCCWJ2はそれを拡張する形で構築し、主に2006～2025年のデータを収

録します。 

2026 年3 月 に、 そ の 一 部 と して 2006 ～

2010年の書籍データ約2300万語を一般公開

しました。今後、段階的に公開範囲を拡大し、

2028年度末までに全体を公開する予定です。 

収録資料 

BCCWJ2では、以下の３種類の資料を収録予定です。 

１．書籍 （2006～２０２５年、計約１億語） 

２．教科書 （小学校・中学校・高等学校使用の検定教科書、使用年度3か年分） 

３．SNS （BCCWJ2で新規収録、データ設計は現在検討中） 

利用方法 

BCCWJ2は、以下の2つのウェブツールから無料で利用できます。また、研究者・事業者向け

に、データセットの有償提供も予定しています。 

⚫ 「少納言」（https://shonagon.ninjal.ac.jp/） 

利用登録不要。文字列検索に対応。 

⚫ 「中納言」（https://chunagon.ninjal.ac.jp/） 

利用登録必要。語単位で付与された情報（形態論情報）を使った、高度な検索に対応。 

お問い合わせ先 

人間文化研究機構 国立国語研究所 BCCWJ2事務局 

TEL: 042-540-4539 E-mail: bccwj2@ninjal.ac.jp 

BCCWJ2ウェブサイト: https://www2.ninjal.ac.jp/BCCWJ2/ 

「少納言」検索画面 「中納言」検索画面 

従来の『現代日本語
書き言葉均衡コーパス』

BCCWJ1
1億語

新しく追加

BCCWJ2
1億語規模

計2億語規模

https://shonagon.ninjal.ac.jp/
https://chunagon.ninjal.ac.jp/
mailto:bccwj2@ninjal.ac.jp
https://www2.ninjal.ac.jp/BCCWJ2/
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BCCWJ2 
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の拡張 
 

概要 

◆ 国立国語研究所では、文化庁の委託事業

として、2024年度より5か年計画で「信

頼できる言語資源としての現代日本語の

保存・活用のためのデジタル基盤整備事

業」を実施している。 

◆ 本事業の一環として、従来の『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ1、文部科学省科研費特定

領域研究「日本語コーパス」の助成により2011年公開）を拡張し、『現代日本語書き言葉均衡コーパス 

第2部』（BCCWJ2）を構築する。これにより、コーパスの規模を従来の1億語から2億語規模に拡張す

る。 

◆ 全体の公開は2028年度末を予定しており、2026年3月に、その一部として2006～2010年の書籍

データ（約2,300万語）を公開した。 

収録資料 

以下の3種類の資料の収録を予定している。 

① 書籍 

BCCWJ1に収録されている2001～2005年刊行の書

籍データの拡張として、2006～2025年に日本で刊行

された書籍を対象に、日本十進分類法（NDC）の1次区分

の構成比に基づき、書籍の章・節の単位でテキストをラン

ダムに抽出する。各年500万語、合計1億語を収録する。 

② 教科書 

小学校・中学校・高等学校で使用された検定教科書を対象

に、直近の3回の学習指導要領改訂ごとに使用年度1か年

分（各学年・各教科1種ずつ）、計3か年分を選定し、その全

文を収録する。 

③ SNS 

近年、SNSの利用が拡大、そこで使用される日本語も現代日本語の一側面として重要である。その実

態を把握できるよう、BCCWJ1にはないSNSデータを新たに収録する。データ設計については現在検

討中である。 

特徴① ２１世紀の日本語の変化を可視化 

書籍データをBCCWJ1と併せて利用することで、2001年から2025年までの日本語の変化を通時的に

分析できる。BCCWJ2では、「スマートフォン」「ツイッター」「iPad」「LCC（ローコストキャリア）」など、

BCCWJ1には見られなかった語の使用例も確認でき、最新の日本語の変化をより詳細に観察することが可

能である。 

従来の『現代日本語
書き言葉均衡コーパス』

BCCWJ1
1億語

新しく追加

BCCWJ2
1億語規模

計2億語規模

直近3回の学習指導要領改訂ごとに 

1か年分、計3か年分の教科書を収録 

① 平成10・11年改訂 

② 平成20・21年改訂 

（平成27年一部改正） 

③ 平成29・30年改訂 

層の構成比に比例させ
ランダムに抽出

BCCWJ2収録
（各年500万語）

各年出版の書籍を
NDC1次区分により層別
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特徴② 生成ＡＩ時代以前の日本語を収録した最後のコーパス 

近年、生成AIによる文章生成が急速に普及しつつある。BCCWJ2には、その普及以前の日本語が収録さ

れているため、「人によって書かれた日本語」を対象とした最後の大規模コーパスとして、重要な位置づけを

持つ。この特性により、今後の高品質な日本語生成AI開発において、生成AIに必要な技術である大規模言

語モデルの再学習や性能評価のための基盤データとしての活用が期待される。 

利用方法 

検索ツールとして以下の2種類を提供する。 

① 「少納言」 https://shonagon.ninjal.ac.jp/ 

無料、利用登録不要。文字列検索に対応し、BCCWJ1と一括検索できる。 

② 「中納言」 https://chunagon.ninjal.ac.jp/ 

無料、利用登録必要。語単位で付与された形態論情報を使った高度な検索に対応。また、他のコ

ーパスとまとめて検索も可能。 

この他、研究者・事業者向けにデータセットの有償提供も予定している。 

「少納言」を使った検索の特徴 

「少納言」は利用登録不要で、すぐに誰でも無料で利用できる。また、BCCWJ1と一括検索し、用

例を一つの画面で確認することも可能。ただし、文字列検索のみに対応するため、検索結果に目的の

語以外の用例が含まれてしまう場合がある。 

 

「国語」の検索結果（一部）。「国語」以外に「外国語」「韓国語」等の「国語」を含む別の語の用例も表示されてしまう。 

 

「中納言」を使った検索の特徴 

「中納言」の形態論情報を使った検索では、語を指定することで、語形や表記の揺れを一括して検

索できる。また、「少納言」のように検索結果に別の語が混在することも抑えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ツイッター」の検索結果（一部）。「Ｔｗｉｔｔｅｒ」「twitter」「ツイッター」といった様々な表記も一括して検索できる。 
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また、「まとめて検索KOTONOHA」機能を用いて、国立国語研究所が公開する他のコーパスと一

括検索を行い、出現回数を比較できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ツイッター」の検索結果。ＢＣＣＷＪ2以外に、現代の日常会話で使用回数が多いことが分かる。 

著作権への対応 

2018年の著作権法改正により、著作権者の許諾なしに「資料の電子化」「コーパスの利用・分析」「検索サ

ービスの提供」が可能になった。 

BCCWJ2では、この法改正に基づき書籍・教科書データを公開する。ただし、「軽微利用」（著作権者の利

益を不当に害さない範囲での著作物の一部利用）等の要件を満たすため、以下の対応を行う。 

➢ 俳句・短歌・詩など短い著作物は収録対象外とする 

➢ 検索ツールでは表示する文脈の長さを制限する 

また、SNSデータについては、運営会社の利用規約も踏まえた形で公開する。 

個人情報への対応 

データに含まれる個人情報については、該当箇所を伏せ字処理した上で公開する。 

学校教育での利用への対応 

学校教育等でのコーパス活用の環境整備に向けて、成人向け書籍のフィルタリング用情報をBCCWJ1と

併せて公開する。 

 

 

 

 

 

 

BCCWJ2ウェブサイト 

https://www2.ninjal.ac.jp/BCCWJ2/ 

https://www2.ninjal.ac.jp/BCCWJ2/

